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研究成果の概要（和文）：本研究は「読み分け困難」という視覚特性に着目し、低出生児（LBW)児と非LBW児の
比較を通じて、その能力が音読能力と視覚認知能力に及ぼす影響を明らかにすることを目的としている。6～12
歳のLBW群と非LBW群で読み分け困難視力を比較した。その結果、両群ともに字ひとつ視標は良好であるにもかか
わらず、読み分け困難視標ではLBW群が非LBW群より低下していた。これらの違いは音読課題での読みやすさや図
地判別のような場面での視覚認知に影響すると考えられたが、結果は有意ではなかった。コロナ禍で思うように
被験者を集められなかったことは要因の一つであり、さらなる検討が必要と考えられる。

研究成果の概要（英文）：This study focused on the visual trait of "separation difficulty" or "
crowding" and aimed to determine its effect on reading speed and visual cognitive skills by 
comparing children with low birth weight (LBW) and non-LBW. The results showed that the LBW group 
was worse than the non-LBW group in crowding target, even though both groups performed well in 
single target. These differences were thought to affect the reading speed and visual cognitive 
skills such as figure-ground discrimination, but the results were not significant in this time. The 
fact that we could not gather as many subjects as we would have liked due to the coronal disaster 
may have been one of the factors.Further discussion is needed.

研究分野： 特別支援教育
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究の成果により、低出生体重児は読み分け困難の影響をより受けるということがわかった。この結果は、こ
の群における第一選択となる支援アプローチは、音韻障がいを主体とする発達性ディスレクシアの支援アプロー
チとは異なり、余白や行間を広く取るといった視覚的な環境調整が著効することを示唆する。評価が支援に直結
する学習障害の対応法のひとつとしてその意義は大きい。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
出生時に体重が 2,500g 未満の低出生体重(以下、LBW)児は斜視や弱視、視空間認知障害など、

視覚的問題の合併率が高いと言われている（Molloy ら,2013）。また音読能力が低く、読字障害
と診断されるケースも少なくない（Takeuchi ら,2016）。これらの特異的な苦手さについて考え
ると、刺激物が多くなると、その中から標的となるものを見つけることが困難であることを示唆
する。これらの困難の根底に読み分け困難があるのではないかと考えられる。読み分け困難とは、
隣接した刺激（以下、Flanker）によって標的刺激の識別が阻害される現象である。この効果は
標的と Flanker との距離に依存し、距離が近いと標的の同定はより困難となる。また標的と
Flanker との視覚的類似性が増すことにより同様に困難となる。LBW 児の読み分け困難につい
ては文献上調べた限りでは明らかとなっていない。また、読み分け困難は、単一のランドルト環
（以下、ラ環）を見せて評価する字ひとつ視力表と、多くのラ環に囲まれた字づまり視力表や字
多数視力表で算出された視力を比較して、字づまり視力が低下した場合に読み分け困難と評価
される。定型発達児（以下、TD 児）は 8～9 歳でこの現象が見られなくなるといわれているが、
LBW 児では不明である。全般的な発達がゆっくりのために 9 歳以上の年齢であっても、読み分
け困難症状が残存している可能性がある。また Flanker の type により、その影響の受け方が違
う（Norgett ら、2014）ため、様々な条件で読み分け困難を評価する必要がある。 
また現行の字づまり視力表では、ラ環が小さくなるほど標的刺激との距離（Flanker space）が
遠くなるため、適切な字づまり評価ができておらず、読み分け困難を見逃している可能性がある。 

Takeuchi らは LBW 児の音読能力を評価し、31.6%に読字困難が生じることを明らかにし、
LBW 児が読字障害のハイリスク児であることを報告している（Takeuchi ら、2016）。読字障害
児や後頭葉の進行性の萎縮を来たす Posterior cortical atrophy（PCA）では文章音読課題にお
いて余白が広いと誤読が減り、読み速度も向上する（Zorzi ら、2012）。さらに PCA の成人症例
では萎縮の進行に伴い、読み分け困難症状が悪化し、音読能力も低下する（Yong ら、2016）。こ
れらのことから読み分け困難が音読能力と関係している可能性が高い。また視覚認知障害の根
底に読み分け困難が影響しているかについて調べた研究はない。 
 
２．研究の目的 
 本研究は「読み分け困難」という視覚特性に着目し、LBW 児と非 LBW 児の比較を通して、
その能力が音読能力と視覚認知能力に及ぼす影響を明らかにすることを目的としている。 
  
 
３．研究の方法 
（1）対象者 
小学校 1～6 年生の児童 24 名が参加した。出生体重が 2,500g 未満の LBW 児群 9 名、2,500g 以
上を非 LBW 児群 15 名であった。 
 
（2）課題 
①視力：はんだや社製の字ひとつ視力（型番 HP-1258、以下、AV）、字多数視力（型番 HP-1265、
以下、CV）を用いた。また字づまり視力は新たにはんだやに作成を依頼した。これは通常のラ
ンドルト環の周囲に flanker として 4 つの視標を配置したものであり、その間隔によって、
flanker の効果（読み分け困難度）を調整したものである。ランドルト環 1 個分の間隔（CV100）、
1/2 の間隔（CV050）、1/4 の間隔（CV025）の 3 段階を設定した。ラ環視標は上下左右の 4 方向
に提示し、正答は 5 回中 3 回の正答が見られた場合をその視力とした。 
②音読検査：特異的発達障害の診断・治療ガイドライン（稲垣ら, 2010）の内、単音と単文検査
を実施した。各参加者の音読時間を算出した。 
③視覚認知検査：視覚関連基礎スキルの評価セットである Wide-range Assessment of Visual-
relation Essential Skills（以下、WAVES )を用いて、視知覚・目と手の総合点（指数）を算出
した。 
 
（3）分析法 
①視力については、小数視力で記録を取り、解析のために対数換算を行った。その後、算出され
た数値について、群間（2 群）および条件（5 条件）の二要因混合分析を行った。②音読検査、
③視覚認知検査については算出された値について、LBW 群と非 LBW 群で、Brunner-Munzel
検定にて 2 群間の比較を行った。また視力差が生じた CV100 条件と音読時間、視覚認知の総合
点の相関を算出した。 
 
４．研究成果 
（1）解析対象者 
すべてのデータが取れたのは LBW 児群 6名、非 LBW 児群 13 名の 19名であった。 



（2）それぞれの分析結果 
①視力については、各群の各条件における視力を表 1、図 1に示す。 
 群と条件の２要因分散分析を行った結果、群の主効果(F(1,17)=86.6, p<0.01, ηp2=0.84)、
条件の主効果（(F(4,68)=204.9, p<0.01, ηp2=0.92) とも有意で、交互作用は有意ではなかっ
た。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
②音読検査の結果 
LBW 群の音読時間は、単音が 53.5±19.0、単文が 19.7±4.9 であり、非 LBW 群は単音が 50.7±
29.6、単文が 19.1±11.0 であり、Brunner-Munzel 検定を行った結果、両群の順位の差は有意で
なかった (単音：F(5,12)=0.428, p=0.359、単文：F(5,12)=0.196, p=0.083, 両側検定) 
 
③視覚認知検査の結果 
LBW 群の視覚認知の指数の平均は LBW 群が 84.0±13.3、非 LBW 群が 88.2±14.5 であり、Brunner-
Munzel 検定を行った結果，両群の順位の差は有意でなかった (F(5,12)=0.844, p=0.911, 両側
検定)。 
 
④相関関係 
CV100 条件における視力値（log）と音読検査、視覚認知検査の相関関係を算出したところ、CV100
条件と音読時間、視覚認知指数との相関は認められなかった（p>0.05） 
 
（3）考察 
今回の結果から読み分け困難視力が LBW 群で低下することが明らかとなった。しかし音読時間、
視覚認知力との関係は明らかにならなかった。今回のサンプルでは音読時間や視覚認知力に関
して、両群間で差がなかったが、読み分け困難視力は低下していたことから、読み分け困難度は、
音読時間や視覚認知能力にあまり影響しないことが示唆された。しかし、コロナ禍の影響もあり、
予定していた被験者数を集められず、サンプルサイズの問題があるため、さらなる検討を行って
いく必要があると考えられた。 
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表 1. 条件別視力結果 
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